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リデーションデータで 4：1 に分割し、それを 10 セット作成した。次に、目的変数に関す
る重要度が 0.1 未満の記述子を逐次削除して変数選択を行なった。そして、各セットでトレ
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 第 5 章では一連の研究で得られた成果を総括した。 
